
20世紀の『黙示録』，その宗教的言説の引用をめぐって
―カール・クラウスの『黙示録』（1908，1920）を手がかりに―

堺 雅 志

Vor der Sprache weisen sich beide Reiche ―
Ursprung so wie Zerstörung ― im Zitat aus.

Und umgekehrt: nur wo sie sich durchdringen
― im Zitat ― ist sie vollendet.

言語の前で二つの領域 ―根源と破壊― は，
引用においてみずからの正当性を証明する。

そして翻っていえば，この二つの
領域の浸透しあっているところで

―つまり引用において―のみ，
言語は完成しているのである。1

Walter Benjamin

『黙示録』と『人類の薄明』
―はじめににかえて―

初期表現主義者のヤーコプ・ファン・ホディス（1887
‐1942）は詩『世界の終末』（1918）を著し，抽象詩の新
機軸を見出した。この詩は，のちに表現主義の教科書と
もなる同時代の詩を編んだクルト・ピントゥスの編詩集
『人類の薄明』Menschheitsdämmerung（1919）の巻頭
を飾っている。終末的傾向の強い表現主義者たちのなか
でも，このホディスは，単なるグロテスクや，エクセン
トリックな表現形にのみ陥るのではなく，終末の形象を
物静かに表出する術を見いだした数少ない詩人の一人で
ある。

WELTENDE
Dem Bürger fliegt vom spitzen Kopf den Hut,
In allen Lüften hallt es wie Geschrei.
Dachdecker stürzen ab und gehn entzwei,

Und an den Küsten ― liest man ― steigt die Flut.

Der Strum ist da, die wilden Meere hupfen
An Land, um dicke Dämme zu zerdrücken.
Die meisten Menschen haben einen Schnupfen.
Die Eisenbahnen fallen von den Brücken.

世界の終末
市民のとんがり頭から，山高帽が飛び，
どこもかしこも叫び声が鳴り響いているようだ。
屋根葺き職人は転げ落ちてまっぷたつ。
海岸には―新聞によれば―高潮が押し寄せている。

嵐がきたのだ，猛り狂う海は
陸にとび上がり，ぶあつい堤防を押しつぶす。
たいていの人間は鼻風邪をひいている。
列車は鉄橋から転落する。2

この短い詩は，戦争を隠喩化し，その脅威をデカダン
ス的没落のイメージと重ね合わせ，その陰惨をありあり
と描写している。詩の第一聯最終行にある思考線に導か
れた「新聞によれば」liest man という部分は，終末が
近づいてもなお，新聞にセンセーショナルな出来事を詮
索し，傍観者的な態度をとっている人々の様子を端的に
表している。これに共通する読者の傍観者的態度を批判
する表現を見い出し，かつはまた，その読者の態度を作
り出すジャーナリズムを批判した批評家がいた。1899年
から個人誌『炬火』Die Fackel を世に問い，その生涯に
亘って言語の営みに巣くうジャーナリズムという害悪を
告発しつづけた批評家カール・クラウスがその人であ
る。そしてホディスはまた，『炬火』の数少ない寄稿者
のひとりであった。3

1 Walter Benjamin: Karl Kraus. In: Walter Benjamin Gesammelte Schriften. Frankfurt a.M. 1980, Bd.II-1, S.363. 翻訳は，Ｗ．ベンヤミン『ベ
ンヤミン・コレクション』全三巻，浅井健二郎訳，筑摩書房，1995‐97年に拠った。
2 Kurt Pinthus(Hg.): Menschheitsdämmerung. Hamburg 1993, S.39. 翻訳は拙訳であるが，本稿執筆中に刊行されたクルト・ピントゥス『人類
の薄明 表現主義のドキュメント』，松尾早苗訳，未来社，2016年を参照した。本書は，全訳が待望されていた同書の完訳であるばかりでな
く，詩人や詩への詳細な解説と注釈が施された浩瀚な研究書でもある。同書では，Bürger を当時の世相と関連付けて，そして vom spitzen
Kopf の Spitzkopf（「狡賢さ」グリム『ドイツ語辞典』）との連想から，1行目は「市民の狡賢い頭から」と訳されている。
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稀代の批評家カール・クラウスは，『炬火』第261‐262
号（1908）で，黙示録のテクストを引用し，読者への「公
開書簡」という体裁で，技術文明及びジャーナリズム批
判を展開した批評『黙示録』Die Apokalypse を発表して
いる。さらに戦後，同様に黙示録を引用し，戦時の状況
を詩『黙示録』（1920）に描き出している。第一次世界
大戦の終末的時代感情を表現するにあたり，クラウスは
また，『人類最期の日々』（執筆1915‐1917，公刊1918年，
決定版1921年）において，当時の様々な言説をそのまま
引用し，そのモンタージュを作り上げた。

本稿は，新約聖書の『ヨハネの黙示録』から直接引用
が多用されるクラウスの二つの『黙示録』を中心に据え，
そこに見られるクラウスの終末論的思考の特色を，すな
わち終末論的思考がジャーナリズム批判と呼応し，同時
代的かつ普遍的言語批判へと通じるさまを明らかにす
る。手続きとしてまず，同時代の潮流をなした表現主義
期の作家の作品をはじめとして，終末論的時代感情を表
現するのに『黙示録』がいかに多用されてきたかを，Ｋ．
フォンドゥングの論考を祖述することによって示す。そ
してこの同時代の終末論的思考と，クラウスの批評のな
かの『黙示録』の引用とが，どのように一線を画するか
を，ヴァルター・ベンヤミンによるクラウス論における
重要な概念であると同時にベンヤミンの思想の骨格をな
した概念である「引用」に関する言説を援用しながら提
示する。つまり本稿は，クラウスが『黙示録』のテクス
トを，どのように言語批判に収斂させてゆくかを眺めな
がら，クラウスの詩を含む批評の技法に光を当てる試み
である。

カール・クラウスと表現主義

1911年に書かれたゲオルク・ハイムの『戦争』と題さ
れた詩には，当時の没落のヴィジョンが克明に描かれて
いる。

DER KRIEG
Aufgestanden ist er, welcher lange schlief,
Aufgestanden unten aus Gewörben tief.
In der Dämmrung steht er, groß und unbekannt,
Und den Mond zerdrückt er in der schwarzen Hand.
[......]
Über sturmzerfetzter Wolken Widerschein,

In des toten Dunkels kalten Wüstenein,
Daß er mit dem Brande weit die Nacht verdorr,
Pech und Feuer träufet unten auf Gomorrh.

戦争
立ちあがった 長い間眠っていたものが
立ちあがったのだ，地下蔵の奥より
夕闇のなかへ 得体もしれない巨大な姿が立ち現われ
黒い手をのばして月を握りつぶす
〔……〕
嵐に引きちぎられた雲の反照を足元に
詩の暗黒の寒冷の虚空に炬火をふりかざし
彼はかくして夜を焼きつくし
瀝青と火をゴモラの街にしたたらす 4

この詩も『人類の薄明』の巻頭の章「崩壊と叫び」に
編まれた詩のひとつである。これは戦争を擬人化し，そ
の脅威をデカダンス的没落のイメージと重ね合わせ，そ
の陰惨をありありと描写している。『黙示録』が文学的
文脈で果たした役割を詳らかにした浩瀚な研究『ドイツ
における黙示録』Die Apokalypse in Deutschland で知ら
れるＫ．フォンドゥングは，1914年までの第一次世界戦
争を控えた期間に表現主義者によって書かれた予感的な
詩群は，終末的様相を帯びていると指摘している。5ヨ
ハネの『黙示録』は中世末期に正典化され，新約聖書の
掉尾におかれてなお，内容の是非をめぐって神学的論争
の標的とされていたが，そこに描かれる終末論的思想
は，世俗化するのに時間を要さず，戦争や革命などを時
代背景に文学，絵画の格好の素材となる。『黙示録』の
テクストは，災いと滅亡のグロテスクな描写とそれに続
く「千年王国」，「新しいエルサレム」のヴィジョンへの
預言的性格から，困難な時代を生きる世俗の拠りどころ
となる。破壊だけでなく，それに続く再生のヴィジョン
あることが，『黙示録』有する本来の構造であり，それ
が『黙示録』の受容を可能ならしめていた。けれども，
フォンドゥングに拠れば，近現代の『黙示録』受容は，
グロテスクとエクセントリックに終始する「端折られ
た」黙示録であるという。6そこには，未来のヴィジョ
ンが欠落している。だからこそセンセーショナルであ
り，ハイムをはじめとして，『人類の薄明』としてピン
トゥスが蒐集した一連の詩群には，その特徴が顕著であ
る。むろんホディスの詩もその例外ではない。

3『炬火』誌上に寄稿が載せられたのは，1911年までで，それ以降は，批判対象となる言説が引用され，俎上にのぼせられるか，まれではあ
るが，クラウスの眼に適った作品が取り上げられることとなる。ホディスの作品では，詩 Lebendes Bild が，『炬火』第317‐318号40ページ
に掲載されている。ホディスの詩作期間は短く，1912年頃の精神分裂症発症ゆえの入退院，1942年の強制収容所連行によって，作品の多く
は散逸している。生前はほとんど無名の詩人であったが，クラウスは彼のきわめて初期の評価者といってよい。
4 ebd., S.79 f. 翻訳は，前傾書の他に，内藤道夫『詩的自我のドイツ的系譜』，同学社，1996年を参照した。
5 Klaus Vondung: Die Apokalypse in Deutschland. München 1988, S.360 ff.
6 ebd., S.11 f.
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このような没落のヴィジョンは，表現主義者たちより
も十歳ほど年長のクラウスも共有する。けれども，彼ら
とクラウスとを画している線は，クラウスが没落の原因
究明に思索を費やしたいわば批評精神である。その思索
の結果は，クラウスが1898年に「新自由新聞」Neue Freie
Presse の文芸欄の専属担当を断った時点からジャーナ
リズムに対してとっていた批判的態度と完全に一致する
ものであった。71908年の批評『黙示録』のなかにある
諷刺的なジャーナリズム批判は，それを端的に物語って
いる。

人類の随まで毒してきた報道機関から逃れて人類は
森へ行きたがるが，森はもはや見つからない。かつて
屹立していた木々が大地の恩恵を天まで持ち上げてい
たところに，日曜版が塔のようにそびえ立っている。
大新聞がたった一つの課題のために大量の紙を必要と
し，その生産のために二十メーターもある何万もの
木々が倒されなければならなかったことに見当がつか
なかったのだろうか。植林よりも急速に増刷がなされ
る。木々は日に二度葉をつけるにすぎないが，普段は
一枚の葉もつけていない。8事態がここまでこようも
のならただではすまぬ。「その煙の中から，いなごが
地上に出てきたが，地のさそりが持っているような力
が，彼らに与えられた。…その顔は人間の顔のようで
あり（黙示録9‐7）…彼らは，地の草やすべての青
草，またすべての木をそこなってはならないが，額に
神の印がない人たちには害を加えてもよいと，言い渡
された。」（黙示録9‐3，4）しかし，彼らは人間た
ちに害を加えたし，木々をいたわることもなかった。
（Nr.261-262, S.3 u. Bd.4, S.10 f. 括弧内は引用者，「黙
示録」の該当章節番号を付記。）9

ジャーナリズムだけではなく，その受け手である読者
をも（黙示録風に言い換えれば，獣と，それを崇拝する
者たちをも），批判の対象としている。「大量の紙」を浪
費するこのジャーナリズム批判には，聖書の最初と最
後，つまり『創世記』と『黙示録』に枠のように設えら
れた木々の描写（すなわち楽園の森のイメージと認識の

木，そして生命の木と）が，慣用表現を伴いながら，周
到に織り込まれている。黙示録では，「ヘブル語でアバ
ドン」「ギリシヤ語ではアポルオン」（黙示録9‐11）と
いう権力を帯びた「破滅の王」は，ジャーナリズムに擬
せられ，「害を加えてもよい」とされる「額に神の印が
ない人たち」は，ジャーナリズムに翻弄される大衆の譬
えである。10そしてその際，黙示録のドイツ語訳 Enthül-
lung（暴露，覆いを剥ぐこと）を援用し，半ばイローニッ
シュに救いの希望を次のように語る。

私は長いこと密かにある観察方法にはまりこんでい
た。それは，私がいかに語るかを，唯一無二の大事件
と認めさせるものである。これが私が読者に対して果
たさなければならない最後の暴露（die letzte Enthül-
lung）である。私は欺いた。そしてその都度深く狼狽
した。そしてその都度，私にはそういうことはできな
いと思っていたことを知っていたのである。しかし私
は，私が状況を暴露することになるアフォリズムを言
う姿勢を変えなかった。このように，私は昔の名声に
辛うじて寄生するしかないのである。これがいつまで
も快適な意識であり続けると思える方がいらっしゃる
であろうか。ところで，私は読者を助け，センセーショ
ンの欠損を補償する道を示してあげたかった。私は彼
らが，ドイツ語という問題に対する理解を持つに至る
まで教育したかった。すなわち，書かれたことばを，
思想の自然必然的体現であって，単なる意見の社会義
務的な被いではないと理解する高みまで。私は彼らの
脱ジャーナリズムを図りたかったのである。彼らも私
の作品から何か得るようにと，彼らにそれを二回読む
よう忠告した。彼らは憤慨し，地方銀行の情勢に反発
する材料は載っていないかと次の号を調べたのである
……。事態がこれほどまで進んでもうどれくらい経つ
のか知りたいものである。つまり，まだ暴露する価値
のある唯一，公のひどい状況とは，公衆の愚かさだと
私は言いたい。（Nr.261-262, S.11 f. u. Bd.4, S.18）

救いの希望は，クラウスにとってあくまでも，言語に
則ったものでしかない。「思想の自然必然的体現」であ

7 クラウスは1898年に，その後論敵となる文筆家マクシミリアン・ハルデンからの紹介により，「新自由新聞」の編集長モーリッツ・ベネディ
クトから，文芸欄担当の記者就任を要請されたが断っている。翌年の4月には彼のライフワークとなる個人誌『炬火』を発刊することにな
る。
8 新聞の朝刊と夕刊とを意味し，Blatt という単語で，「葉」と「新聞」をかけたことば遊びとなっている。
9 Karl Kraus: Die Fackel (in 12 Bänden). Frankfurt a.M., Nachdruck von Karl Kraus: Die Fackel (in 39 Bänden). München 1968-76. 以下ここから
の引用に際しては，引用末尾に号数とページ数のみを示す。また，クラウスの選集 Christian Wagenknecht (Hg.): Karl Kraus Schriften in 20
Bänden. にも採録されている場合，あわせて巻数とページ数のみ示す。翻訳は拙訳であるが，カール・クラウス『黒魔術による世界の没落』，
山口裕之，河野英二訳，現代思潮社，2008年を参照した。
10 ここにみられるジャーナリズム批判は，戦争の総括として発表された詩『黙示録』におけるプロパガンダ批判に受け継がれる。引用され
ている黙示録第九章三，四節は，のちに言及する詩『黙示録』の18‐23行に再引用されており，詩の54－65行に注目してみると，詩の十分の
一を費やしているこの詩句は，『ヨハネの黙示録』では特にプロパガンダの獣と解釈されている部分を凝縮して引用しつつ，クラウスの思想
の中心を占めるジャーナリズム批判とが二重写しになっている。戦争を鼓舞する言説を作り出してきたジャーナリズム批判として，黙示録
のテクストが，クラウスの思想圏内で息づいてくる好例である。
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る「書かれたことば」は，拠りどころのない「意見」で
あってはならず，ジャーナリズムが振りかざすお仕着せ
の「社会義務的な被い」であってはならない。これを理
解するまで公衆を教化することができると，クラウスは
自らのペンを信じていた。「公衆の愚かさ」を暴露する
とは，クラウス特有の反語的表現である。つまり公衆は，
ジャーナリズムを通じて愚かにされてきた。これこそク
ラウスが，脱ジャーナリズムを目指す所以である。蓋し
クラウスはこの「読者への公開書簡」として『黙示録』
をものしたのである。そして，ヨハネによる『黙示録』
も，信者へ向けて破滅のあとの希望をも説いた「書かれ
たことば」であった。

ここで，ヨハネの黙示録とクラウスの黙示録をつなぐ
ものを整理しておく。以下の四点である。1908年の批評
「黙示録」は，「読者への公開書簡」と銘打たれている
が，これは第一に，ヨハネの黙示録の形式上の引用であ
る。第二に，クラウスの黙示録が当時の時代状況の批判
であることも，ヨハネの黙示録が時代批判であったこと
を踏襲しているといえる。そしてこれは同時に没落の志
向へと通じる。クラウスは，この没落の志向を，後によ
り明確に，1912年の「黒魔術による世界の没落」のなか
で，ジャーナリズムを黒魔術になぞらえて，戦前の終末
的な気分，没落のヴィジョンをクラウスは引用をもって
冷徹に浮かび上がらせた。その中でクラウスが批判する
ように，「新聞とは，戦争では，勇気を話の種にする〔…
…〕」（Nr.363-365, S.7 u. Bd.4, S.430）類のものである。
第三に，読者に対する教化，薫育である。ヨハネの黙示
録が，キリスト教道徳の反語的形式での伝授であるのに
対し，クラウスのそれは，クラウス自身の道徳観を支え
る「ことば」に関する理解の促進，ことばへの奉仕的態
度への促しである。クラウスの思想においては正しいこ
とばが使えるようになれば戦争は起こらないという極論
が成立するのである。そして第四に，もちろん，語彙と
文の引用である。これは詩に顕著である。そしてこの引
用という手法はヨハネの黙示録が多用した手法でもあっ
た。以上の四点がクラウスの黙示録とヨハネの黙示録に
共通する点である。

詩『黙示録』―「引用」のダイナミズム―

クラウスは批評『黙示録』のなかで次のように語って
いる。「現実を求めず，また避けず，創造し，破壊して
いよいよもって創造すること。こうすることでどれだけ
脳を喜ばせることになるだろう。うねった脳の隅々から

日に二度，世界の糞尿を掃除することになるのだから。」
（Nr.261-262, S.13 f. u. Bd.4, S.19）日に二度の糞尿とは新
聞の謂である。新聞が提供するお仕着せの現実把握は拒
否され，その連関を切り崩すことによって新たに現実が
創造される。ベンヤミンが，クラウスを読むことによっ
て着想をえた「引用」というダイナミズムが，ここでク
ラウスの批評の技法と見事に一致する。

引用はことばを名で呼び出し，このことばをそれが
置かれている連関から破壊しつつ切り出すのだが，し
かしまさにそのことによって引用はその破壊されたこ
とばをその根源に呼び戻してもいるのである。引用さ
れたことばは韻を失うことなく，その音を響かせ，調
和しながら，新しいテクストの構造の中に姿をあらわ
す。韻としてそのことばは自身のアウラにつつまれ
て，似たものを呼び集め，名としては孤独に，表現を
もたぬまま佇んでいる。言語の前で二つの領域―根源
と破壊―は，引用においてみずからの正当性を証明す
る。そして翻っていえば，この二つの領域の浸透しあっ
ているところで―つまり引用において―のみ言語は完
成しているのである。11

ベンヤミンに倣っていえば，クラウスは，黙示録をそ
の引用によって破壊し，黙示録を再構成する。かくして
ベンヤミンがここで描く「引用」行為そのものが，黙示
録的といえる。つまり，言語自らの「破壊」と，「根源」
に立ち戻ること，すなわち再生である。12

第一次世界大戦に対して，クラウスは引用のモンター
ジュをもってあらがった。街角で拾ったことば，新聞の
記事，公の発表等，また自らのテクストから，あらゆる
ことばを一つの劇へと結集させた。すなわち，あらゆる
角度からみた終末観，およびそこに付随するのいわば拾
遺集としての戯曲『人類最期の日々』Die letzten Tage der
Menschheit である。「ここのところ非常にしばしば話題
になった我が国家の崩壊は，他の地域社会がこの社会の
なかでの没落を望まないだろうから，個別的に完遂する
であろうが，この崩壊はこのくだらぬおしゃべりに終止
符を打つことになるであろう」と1908年の批評に先取り
されているように，オーストリア帝国の内紛を含む「割
譲戦争」Verteilungskrieg は，第一次世界大戦をもって
終止符が打たれる。この「割譲戦争」ということばは，
しばしば劇中で発される。帝国の没落の完遂を目の当た
りにし，引用をのみ，その手法としたことばのルポルター
ジュで，当時の終末的雰囲気を描き出したのである。13

11 WB. a.a.O. S.363.
12 拙論「『ことばがわたしを支配する』―カール・クラウスの言語観―」（「思想」2012年，第6号，岩波書店）251ページ以下「言語的『根
源』へ」の節を参照。
13 フォンドゥングは，クラウスが『人類最期の日々』で引用の技法をとったことは，戦争の現実が，虚構で誇張しつづけることが用をなさ
ず，また不可能なほどグロテスクであったことを理由として挙げている。KV. a.a.O. S.425 f.
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そしてクラウスは再び黙示録のテクストへかえってゆ
く。つまり黙示録のテクストのコラージュによって出来
事は総括されるのである。この詩はほとんどが直接引用
に近いかたちで成り立っている。テクストはほとんど
が，ベネディクト会修道士であったレアンダー・ファ
ン・エース（1772‐1824）とそのいとこカール（1770‐
1847）による1807年の聖書訳に依拠している。クラウス
は『剽窃について』Vom Pragiat のなかで聖書からの引
用について「私の短縮表現の訛りをほぼすでにもってい
るエース訳から引いてきた」と語っている。（Nr.572-576,

S.61 u. Bd.7, S.146）14ルター訳よりも簡潔なエース訳であ
るが，さらにそれよりもクラウスの引用の方が簡潔であ
る。ことばのエッセンスを抽出し，凝縮したテクストに
なっている。15黙示録のテクストを引用した時事批評
が，第一次世界大戦をけみして詩という形姿を帯びる。
批評も詩も，直接引用によって『黙示録』のテクストを
新しい文脈のなかでよみがえらせる。どんなに使い古さ
れたことばでも，硬直したコンテクストから引用という
破壊行為によって解放され，再び息吹きはじめるのであ
る。

APOKALYPSE
Und wieder fiel ein Stern, der Wermuth hieß,
und brannte einer Fackel gleich die Erde
Und Wermuth ward der Ströme drittes Teil.
Wild um mich tobt die Zeit im Untergang,
sie töten sich, zum Ausgang zu gelangen: 5
der aber ist versperrt, so räumen sie
einander weg und immer weniger
verbleiben hier, einander Raum zu machen.
Doch jene andern, von den Strömen her,
die bitter nicht und ohne Trübnis sind, 10
befruchtend ihre Welt: die Menschen, die
nicht von den Wassern sterben, drängen zu
und werden immer mehr; ihr Antlitz ist
der Menschen Antlitz, doch sie haben Haare
wie Weiberhaare und die Zähne sind 15
wie die der Löwen und sie haben Schwänze
den Schlangen gleich und Köpfe haben sie,
zu schaden. Und wie Skorpionen haben
sie Macht, zu schaden. Doch es ward geboten,
nicht zu beleidigen das Gras auf Erden, 20
noch etwas Grünes, keinen Baum, jedoch
die Menschen, welche nicht das Siegel Gottes
an ihren Stirnen haben, die allein.
Die Zahl des Heerzugs ihrer Reiterei
war zweihundert Millionen und ich hörte 25
die Zahl. Und ihre Panzer feuerrot,
schwarzblau und schwefelfarbig und den Mäulern
brach Feuer, Rauch und Schwefel wild hervor,
und Rasseln wie von ungezählten Wagen
der Rosse, welche in das Schlachtfeld rasen, 30

黙示録
そして再びニガヨモギという名の星が落ち，
そして炬火さながらに地は燃え，
そしてニガヨモギが，第三の奔流となった。
私のまわりで荒々しく没落のさなかにある時は荒れ狂い
出口に達しようと，奔流は互いに流れを殺し合う。5
しかし出口は閉ざされていて，それらは
互いに余地をつくろうと斥け合い，
ここに留まるものはますます少なくなる。
けれども奔流からは別な，
苦く，濁りに濁った流れが， 10
その世界を受胎させつつある。すなわち人間，
洪水では死なぬ人間たちが押し寄せ
そして増え続ける。そのかんばせは
人間のそれで，しかしその髪は
女の髪のようであり，そしてその歯は 15
獅子のそれのごとくして，蛇のような
尻尾があり，危害を与える頭がある。
そして蠍のように
危害を与える権力を持っている。しかし
地上の草にも，緑なすものにも， 20
いかなる樹木にも危害を与えてはならぬが，
人間たち，すなわち神の刻印を
額に持たない人間たちには害を加えよと言い渡された。
騎兵隊の数は
二億であった。私は聞いたのだ， 25
その数を。そしてその鎧は炎のように赤い色，
濃紺色，また硫黄色をしている。そして口から
炎，煙，そして硫黄を荒々しく吐き出した。
そして戦場へ疾駆する数知れぬ馬車からのごとく
鳴子が空を裂いた。 30

14 翻訳に際しては，カール・クラウス『言葉』（『カール・クラウス著作集』第7，8巻），武田昌一，佐藤康彦，木下康光訳，法政大学出版
局，1993年を参照した。論述の都合上，一部改訳を試みたところもある。
15 クラウスの引用には，ルター訳と対照してみるとエース訳の方が重複箇所が多い。そこで詩本文とエース，ルター両聖書訳の該当箇所と
を並べて資料として提示する。（本稿末尾資料1：Carl und Leander van Eß (Übs.): Die heiligen Schriften des Neuen Testaments. Braunschweig
1807 u. Martin Luther (Übs.): Die Bibel oder die ganze Heilige Schrift des Alten und Neuen Testaments. Berlin 1911. 併せて福岡大学が所蔵する
エース訳聖書の表紙と黙示録のテクスト部分を提示する（資料2：Carl und Leander van Eß (Übs.): Die heiligen Schriften des Neuen Testa-
ments. Sulzbach, im Naabkraise Bayerns 1810.）。また本研究チームの研究課題に鑑み，ドイツ語訳聖書刊行の年表も付しておく（資料3）。
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zerriß die Luft. Schwarz wie ein Haarsack ward
die Sonne und der ganze Mond wie Blut.
Die Erde bebte, Sterne aber fielen
wie Feigen ab, wenn sie ein Feigenbaum,
vom großen Wind geschüttelt, wirft zur Erde. 35
Und Hagel ward mit Feuer und Blut gemengt;
und brennend stürzt ein großer Berg ins Meer.
Ein fahles Pferd. Und der drauf saß, hieß: Tod;
die Hölle folgte nach. Getötet ward
das dritte Teil der Menschheit. Vormals sprach sie: 40
Wer ist dem Tier gleich? Und wer vermag
mit ihm zu streiten? Denn dem Tiere war
ein Maul gegeben, Lästerung zu reden
und große Dinge, und ihm war die Macht
gegeben, daß es zweiundvierzig Monat 45
sein Wesen trieb und öffnete das Maul
zu Lästerungen gegen Gottes Namen,
so daß der ganze Erdkreis sich des Tiers
verwunderte. Doch über alle Stämme
und Sprachen und Nationen hat es Macht, 50
von allen angebetet, deren Namen
im Buch des Lammes nicht geschrieben steht,
das vom Beginn der Welt dem Tod bestimmt ist.
Und war ein andres Tier, das redete
dem Drachen gleich und zwang damit dieMenschen,55
daß sie das andere Tier anbeten mußten.
Denn große Zeichen tat es und verführte
mit diesen Wunderzeichen und belebte
das Bild des andern Tiers und machte, daß sie
getötet wurden, welche anzubeten 60
des Tieres Bild sich weigerten, und daß sie
ein Zeichen trugen und daß niemand konnte
verkaufen oder kaufen, ohne daß er
des Tieres Zeichen oder dessen Namen
und dessen Zahl an seiner Stirne trug. 65
Und hinter ihnen thront die große Hure
und sitzt auf vielen Wassern, allberauschend,
und mit ihr buhlten alle Könige
und alle Untertanen wurden trunken
vom Wein der Wollust. Und die Haut des Tiers, 70
auf dem sie sitzt, ist ganz rosinfarben,
sie selbst in Purpur angetan und Scharlach,
und ist mit Perlen und Edelsteinen
behangen und von Gold ganz übergoldet
und einen goldnen Becher in der Hand 75
hält sie, voll Greuel und übervoll von Unzucht.
Und trunken von dem Blute aller Heiligen
ist sie; und ihrer mich verwundernd
sah ich sie. Doch sie fährt in die Verdammnis

太陽は毛織りの荒布のように黒くなり，
月は全面血のようになり，
大地は震え，天の星は
いちじくが大風に揺られて
振り落とされるように，地に落ちた。 35
そして，雹に炎と血が混じり，
燃えながら大きな山が海へ落ちる。
青白き馬。そしてそこに座すは，死。
それに地獄が続いた。殺されたのは
人類の三分の一。かつて人類は語っていた。 40
誰がこの獣に等しかろう，そして誰が
この獣と戦えようと。というのも獣には
涜神を，そして大言を吐く口があったからだ。
そして獣には権力が与えられ，
四十二ヶ月間その本性を発揮し， 45
そして神の名に対して，
口を開き，様々に冒涜した。
それゆえに全世界がこの獣を
訝しく思ったのだ。けれどもあらゆる種族と
言語と国家に権勢を持ち， 50
名が世界の始まりから死ぬ定めの
子羊の書には書かれていない
すべての人々から崇拝された。
そしてもう一頭，獣がいた。それは竜さながらに語り，
その語りで人間たちを強いて， 55
第一の獣を崇拝させた。
なぜならそれは偉大なしるしを行い，
この奇跡のしるしで誘惑し，
第一の獣の像に生命を与え，
その像を崇拝するのを 60
拒む者たちを殺させ，
彼らにしるしをつけさせ，
獣のしるし，或いは名と
その数をその額につけずして，
誰も売り買いさせなかったからである。 65
そして獣たちの背後で大淫婦が君臨し，
そして多量の水の上に座し，陶酔させつつ，
彼女とあらゆる王が関係を持ち，
あらゆる臣下は快楽の葡萄酒に酩酊した。
そして彼女が座す獣の肌は 70
全体が干しぶどうの赤い色をして
彼女自身は紫と緋色に衣をまとい，
真珠と宝石がぶら下がり，
全体が金でメッキされ，
そして彼女は金杯を手にし， 75
残虐行為に満ち，猥褻行為に満ち溢れている。
彼女はあらゆる聖者の血に酔っている。
彼女を訝しく思いつつ
私は彼女を眺める。しかし彼女は劫罰へと
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この百行にも及ぶ詩のなかには第一次世界大戦による
世界の没落の描写としての黙示録からの引用と，さきに
触れたプロパガンダの獣とそれを崇拝する人間たちの描
写がつなげられ，戦争とジャーナリズムの因果関係が示
唆されている。この詩は一見すると，モデルネにおける
黙示録の特色である「端折られた黙示録」の表現に近く，
終末的気分に満ちている。黙示録に特有の未来のヴィ
ジョンはほぼ描かれていないかのようである。けれども
ここでは，黙示録を同時代に呼び出すにあたってクラウ
スが施している仕掛けに注目し，黙示録の構造をクラウ
スが同時代に呼び出すさまを追ってゆきたい。

4‐17行目に見られるように，黙示録の洪水のなかに，
第九章七，十節を基にして，現代の人間を登場させる。
また，批評『黙示録』で引用した第九章三，四節は，詩
の18‐23行に再引用されている。詩の十分の一を費やし
ている54‐65行に注目してみると，この詩句は，『ヨハネ
の黙示録』では特にプロパガンダの獣と解釈されている
部分を凝縮して引用しつつ，クラウスの思想の中心を占
めるジャーナリズム批判とが折り重なる。このように，
引用のコラージュによって黙示録のテクストを一度破壊
し，クラウス自身が紡ぎ出す新たなコンテクストにおい
て再生する。黙示録で人間をあらわすとされる象徴的な
数字である6が並ぶ66行目からは「バビロンの大淫婦」
が，引用のコラージュで描かれる。ここでは，それまで
の過去形での描写ではなく，現在形に変る。ヨハネは『黙
示録』のなかで幻視を見る「私」として登場するが，引

用のコラージュで仕立てられたこの詩では，クラウスが
観察者の「私」として「今」を見届けているかのようで
ある。そこから一転して，79‐98行目にかけて現在形，
未来形，要求話法を使った表現による，没落に罪のある
者達に対する劫罰の預言が下され，最後の二行の「する
と再び生命の澄明な流れが流れ出し，／そして岸辺には
生命の木が緑なす。」というわずかな望みが続く。黙示
録のテクストを，時制を駆使して，同時代の批評として
再生する。ヨハネの『黙示録』は22章から成り，第十九
章で「千年王国」，第二十章で「千年王国後」，第二十一
章で「新しいエルサレム」，そして最後の第二十二章に
「イエスの再臨」が描かれる。『ヨハネの黙示録』でも
全体の二割に満たない未来のヴィジョンを，クラウス
は，詩の最後のわずか二行に「生命の木」として集約さ
れ託された希望の隠喩として表現する。ここには，没落
の気分が支配する同時代にあって，その没落にただ殉じ
ることを望まないクラウスの姿が垣間みえる。「園の中
央にある木」，いわゆる認識の木から実を食べて以来，
人間は，神によって遠ざけられた緑なす「生命の木」に
はいまだたどり着いていない。そこへは，クラウスの批
評の根本精神としての言語信仰を通じてのあらゆる現象
に対する懐疑をおいてほか，辿り着きえないであろう。
隠喩としての「生命の木」はことばへの絶対的服従を通
じたあらゆる現象への懐疑，つまりは認識を通じてしか
えられぬものなのである。百行に及ぶ詩の最後の二行の
表現は，「端折られ」ずに残った希望である。

mit jenem Tier. Und auch das andre Tier, 80
verführender Prophet der Lüge, wird
bald nachgeworfen in den Feuersee.
Und jeglicher nach seinem Werk gerichtet!
Mein Herz schlägt an das Tor der Ewigkeit,
daß ich Vollendung schaue und der Tod 85
vorbei sei und kein Leid, kein Schrei und Schmerz
vorhanden mehr und alle Augen schon
von Gott getrocknet und die Nacht vorbei!
Groß in der Sonne steht ein Engel da,
mit großer Stimme ruft er zu den Vögeln, 90
die durch die Weiten aller Himmel fliegen:
„Kommt, sammelt euch zu Gottes großem Mahl!
Fresset das Fleisch der Könige, der Feldherrn,
das Fleisch der Mächtigen, der Totschläger,
und aller, die das Fleisch der Kreatur 95
zum Fraß der Raben ausgeworfen haben,
und aller, welcher auf den Rossen sitzen,
der Greulichen, der Lügner, freßt ihr Fleisch!“
Und wieder strömt des Lebens lautrer Strom,
und an den Ufern grünt des Lebens Holz.

(Bd. 9, S. 370 ff.)

件の獣とともに赴く。そしてもう一頭の獣， 80
すなわち誘惑する虚偽の預言者も，
すぐさま後から炎の池へ抛られる。
そしてそれぞれの所業に応じて裁かれるのだ。
私の鼓動は永遠の門をたたく。
私が完成を見るようにと。そして死が過ぎ去り， 85
苦しみもなく，叫びも，苦痛も
もはやなく，あらゆる目がすでに
神によって乾かされ，夜は過ぎ去るようにと。
太陽のなかに大きくひとりの天使が立ち，
大きな声で，広大な空という空を翔る 90
鳥たちに呼びかける。
「来たれ。神の偉大な正餐に集え。
王たちの，軍司令官たちの肉を食らえ。
権力者たちの，殺人者の肉を。
生き物の肉を鴉の餌として 95
抛った（臓物を抜いた）すべての者たちの肉を，
馬上に座るすべての者の，
残虐な者たちの，嘘吐きたちの肉を食らえ。」
すると再び生命の澄明な流れが流れ出し，
そして岸辺には生命の木が緑なす。
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クラウスが好んで引用したキルケゴールの言葉にこう
ある。「ひとりひとりの人間は時代を助けることも，救
済することもできない。できるのはただ，その没落を表
現することだけである。」（Nr.777, S.16）世界の没落を
表現しうることばが，ジャーナリズムによって生み出さ
れるべくもなく，ましてや世界が救済されるべくもな
い。表現主義者のそれは，時代の雰囲気を余すところな
く表現してはいた。けれどもそれは破壊と没落のヴィ
ジョンで筆は留めおかれていた。しかしクラウスの手法
は，『黙示録』のテクストを借りた引用という破壊と再
生であり，ことばが「完成」する真の表現（Expression）
であった。引用こそ，現実を照射しうるものだったがゆ
えに，クラウスは現実描写の表現として，世に横溢する
言説を縦横に自らのテクストに織り込んでいったのであ
る。

剽窃と引用―補説―

役人たちの空威張り，つまらぬ奴らを相手に
立派な人がじっと耐え忍ばねばならぬ屈辱

『ハムレット』第三幕第一場

カール・クラウスが，その批評と詩『黙示録』をもの
すにあたって引用したのが，ファン・エース訳の聖書で
あったことは触れた。エース訳を選んだ理由は，言語的
特徴としての「短縮表現の訛り」だけにとどまらない。
クラウスはユダヤの出自であるが，1911年4月8日に親
友であった建築家アドルフ・ロースを身元保証人
（Taufpate）として，ウィーンのカール教会にて洗礼
を受け，カトリックに改宗している。ファン・エースは
ベネディクト会の修道士であり，神学者であったカト
リック教徒である。19世紀までのドイツ語圏での聖書翻
訳を概観してみると，ヴルガタを印刷したヨハネス・
グーテンベルク（ca．1398‐1468）の42行聖書（1455）以
来，ヴルガタを底本とした翻訳が，16世紀前半までに十
種以上出版されている。16ルターは，この一連の聖書翻
訳に対するアンチポーデとして，庇護先のヴァルトブル
ク城にて約11週間で新約聖書を翻訳する（いわゆる Sep-
tembertestament1522）。エラスムスのギリシア語を底本
とするこの翻訳がのちの教会だけでなく，ドイツ語にも
影響を与えたことは周知のことであるが，ドイツ語圏で
はこのルター訳聖書が，飛躍的に普及してゆくこととな
る。ファン・エースは，ルター訳聖書とともに拡大する

プロテスタント勢力に抗するかたちで，カトリック勢力
の庇護のもと，ヴルガタと，エラスムスのギリシア語訳
聖書を底本として，19世紀初頭に聖書を翻訳している。
待望久しいいわばカトリック教会のお墨付きの聖書とい
えたわけである。憶測の域は出ないにせよ，カトリック
に改宗したクラウスの手元に，ファン・エース訳の聖書
があったことは，あながち偶然ではない。

クラウスが聖書引用にあたってファン・エース訳を底
本としたことに言及したのは自作『剽窃について』のな
かであったが，そもそもなにゆえ「剽窃」なのか。この
『剽窃について』の成立について亘る。『炬火』発刊当
初から独自の言語批判を展開していたクラウスは，1920
年頃に言語論をまとめた著作集刊行を計画する。1921年
刊の『炬火』第572‐576号が副題として「言葉の実習の
ために」Zur Sprachlehre と冠されていることから，言
語論集の発刊は，彼の悲願だったことが伺えるが，17本
号に『剽窃について』は採録されている。これに先立っ
て1920年刊の『炬火』第552／553号の『同行者たち』Die
Gefährten にて，「剽窃」に言及する要因を述べている。
詩『黙示録』は，1920年刊の『炬火』第546‐550号に掲
載されたが，その後ほどなく，表現主義の詩人アルベル
ト・エーレンシュタイン Albert Ehrenstein（1886‐
1950）によって，ルター訳聖書を根拠に，クラウスの詩
『黙示録』がどれほど「剽窃」されているかを逐一報告
した記事が書かれた。これに対する反論が『同行者たち』
であった。エーレンシュタインはホディスと同じく，ク
ラウスの『炬火』に詩が掲載された人物であったが，こ
の一件を機に袂を分かつ。『同行者たち』では，ルター
訳と詩『黙示録』と重複する語彙を抜き出して「剽窃」
だとクラウスを非難したエーレンシュタインを，出典の
違いを根拠に，逆に槍玉に挙げていた。

『同行者たち』が，エーレンシュタイン個人への非難
の記事であるのにたいして，『剽窃について』は，批判
対象の個人名は出さず，引用と剽窃のあいだにある差異
を普遍化しつつ，言語論にまで敷衍している論説であ
る。ここに，クラウスの批評の手腕が明瞭に伺える。批
評のなかで，エーレンシュタインは，「〔わたくしクラウ
スを〕『聖クラウシクウス』と呼び，たいした深い意味
もない冗談や諷刺や皮肉を意のままに用い，思想的基盤
を書いた文字づらの機知にかけても相応の濫費をなさる
利口者」，「正真正銘の気まぐれ文士」，「わが暴露家」
（Nr.572-576, S.61 u. Bd.7, S.146）などと，形容されて登
場する。18クラウスは「剽窃」への反論のために，自ら

16 資料3参照。
17 クラウスは，それまですでに『モラルと犯罪』Sittlichkeit und Kriminalität をはじめ三冊を『炬火』から編まれた著作集として世に問い，
そして20年頃には四冊目の『黒魔術による世界の没落』Untergang der Welt durch schwarze Magie の出版準備に入っていた。彼の死後刊行
された論集『言葉』には，本号の記事すべてが採録されている。
18 翻訳の『言葉』の注記では，この「文士」は，「Die Fackel（『炬火』）のパロディー版 Die Pinsel（『筆』あるいは『男根』）を発行した Erwin
Rosenberger のことか？」と推測されているが，「剽窃」をめぐる『炬火』の一連の記事を辿るとエーレンシュタインであることが確実視さ
れる。
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の著作のなかで「剽窃」と批判されなかったふたつの事
例を挙げる。ひとつはシェークスピアの『ハムレット』
からの引用を施した詩作品『二十年をけみして』（Nr.508
-513, S.1 ff. u. Bd.5, S.287 ff.）19Nach zwanzig Jahren と，『黙
示録』と同じくファン・エース訳のヨシュア記第六章
五，十六，二十節を元とした『ギベオンの太陽に祈る』
Gebet an die Sonne von Gibeon（Nr.423-425, S.58 ff. u.
Bd.5, S.125 ff.）である。後者に関してはクラウス自身が
ルター訳とエース訳の該当箇所を紙面に配し，同詩の該
当箇所を自己引用して「剽窃の証明を容易に」できるよ
う提供している。20

本説のモットーに挙げたハムレットが数え立てる苦難
と悲嘆のリストから選び抜かれた二行の引用は，「この
二行の言語的価値ではなく，ただひとつ，わたしの場合
にもどのテーマも苦難の種子であり，なお欠けている二
つのテーマつまり強圧的な国家権力と私を黙殺する世間
が，もしもハムレットからの引用がなかったならば，空
隙として残ってしまっただろうという」ものであり，「他
のどんなシェークスピアの作品においても，この引用さ
れた詩句ほど強力かつ清新なものは見つけることは困難
だろうということはまったく確実なので，その空隙には
あの二行の引用句がもぐり込まざるをえなかった」
（Nr.572-576, S.61 f. u. Bd.7, S.146 f.）という。この二行
の前には，クラウスによる批判対象のリスト「性と嘘，
愚かさ，腐敗のもろもろ，／口調と常套句（フレーズ），
インキ，技術，死，／戦争と社会，暴利，政治，」とい
う三行が配され，ハムレットの二行を挟んだあとには，
「芸術と自然，愛と夢―／さまざまな動機は，どこから
生まれるにせよ，／創造の御業にその栄光を甦らせるこ
と！」という希望が続けられる。

ところで，ここに引用した詩句を知っている人―わ
が暴露家もその一人に数え入れてもよい―はきっと沢
山いるだろうが，わたしの思想がまさしくこのような
前提から生命を得，したがってその思想は剽窃である
という点に価値があるということを理解する人―そし
てわたしはあの暴露家をこのうちには数えない―はそ
れに比して数少ない。（Nr.572-576, S.61 u. Bd.7, S.146）

巷間において「横領」と指摘され非難される「クラウ
スによる『剽窃』」はクラウスによって「引用」，「借用」，
「挿入の芸術的価値」，「生産的行為」とパラフレーズさ
れ，「横領」と同義の「剽窃」と区別される。「剽窃」の
包含する意味内容のあわいを截然と切り分けてみせるの
がクラウスの比喩であり，隠喩である。

この借用は，言語の構成要素，つまり既存の言葉に
たいして行われるのと同様に，これまた素材と化した
既存の芸術作品の構成要素にたいしても行われうるの
である。ところで，この既存の構成要素を，それをた
だ利用しただけですでに借用行為の生命と正当性を証
明するような思想的文脈のなかへ掬い取るものであ
れ，あるいは，あらゆる模作がそうであるように，そ
の構成要素から新しい価値を奪い取ってくるものであ
れ，いずれにしても，言葉にたいする敬意をたんに言
葉への距離に負うているにすぎず，また，素材の知識
はあっても何が問題なのかを知らず，先人のものを掬
い取ることはもっぱらその行為の価値と原点の一般周
知度とによって許されるのだということを知らないよ
うな者には，この借用行為はいかなる場合もいかがわ
しいものに思われるのだろう。（Nr.572-576, S.62 u.
Bd.7, S.147）

この認容構造において語られる「思想」なき「剽窃」
こそ，「クラウスの『剽窃』」とは区別されるべきもので
あり，ここに掲げた二つのクラウスからの引用に描かれ
る「人，者」たちの形容の反語的表現から読み取られる
引用のダイナミズムを別言するならば，引用によって生
命をうる思想は，言葉へ接近しようという敬意と深い知
識とをもってなされる必然的な引用によって自然必然的
に生み出されるともいいえよう。

19『二十年をけみして』安川晴基訳（「思想」2012年，第6号，岩波書店），356ページ以下。
20 資料4参照。福岡大学所蔵の Die Fackel のオリジナルから『剽窃について』Vom Plagiat が掲載された号の表紙と記事の画像を転載した。
表紙には大文字書きで「転載不許可」NACHDRUCK VERBOTEN とみえる。
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［資料1］クラウスのテクストとエース訳とルター訳黙示録の該当箇所
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［資料2］福岡大学所蔵のエース訳聖書の表紙と黙示録のテクスト
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9.Jh.  Die Mondseer Fragmente (Matthäusevangelium, Althochdeutsch, Altbairisch) 

ca.830  Heliand 

Otfrid von Weißenburg (ca.790-875) 

ca.870  Liber evangeliorum (Südrheinfränkisch) 

ca.1200  Wien-Münchener Evangelienfragmente 

 Johannes Mentelin (ca.1410-1478) 

1466  Mentelin-Bibel  

Martin Luther (1483-1546) 

1522  Septembertestament 

1534  Volltext 

Zwingli, Ulrich (1484-1531) 

1524-29  Zürcherbibel 

Piscatol, Johannes (1546-1625) 

1602-04 (Bible de Genève, Lutherbibel) 

van Eß, Karl (1770-1824) 

van Eß, Leander (1772-1847) 

1807 Das Neue Testament (Vulgata) 

van Eß, Leander (1772-1847) 

1822/36 Das Alte Testament in zwei Teilen (Hebräisch) 

von Mayer, Johann Friedrich (1772-1849) 

1819 Mayer-Bibel (Lutherbibel) 

 von Allioli, Joseph Franz (1793-1873) 

1830-34 Allioli-Bibel 

1855/71 Elberfelder Bibel

1452/54  Gutenberg-Bibel (Vulgata, Mainz) 

1470  Eggestein-Bibel (Straßburg) 

1475  Zainer-Bibel (Augsburg, 2. Afl. 1477) 

1475  Pflanzmann-Bibel (Augsburg) 

1476-78  Sensenschmidt-Bibel (Nürnberg) 

1477  Sorg-Bibel (Augsburg, 2.Afl. 1480) 

1478/79  Kölner-Bibeln  

1483  Koberger-Bibel (Nürnberg) 

1485  Grüninger-Bibel (Straßburg) 

1487/90  Schönsperger-Bibeln (Augsburg) 

1494  Lübecker Bibel 

1507  Otmar-Bibel (Augsburg) 

1518  Otmar-Bibel (Augsburg) 

1522  Halberstädter Bibel 

［資料3］聖書のドイツ語訳年表

聖書のドイツ語翻訳（抄）

参考：G. Krause u. G. Müller (Hg.): Theologische Realenzykopädie. Berlin 1993.
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［資料4］福岡大学が所蔵する『炬火』オリジナルの第572‐576号の表紙と『剽窃について』のテクスト部分
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